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目的 再発を発見するために行うフォローアップ検査の有用性を評価する

研究デザイン 後ろ向きコホート研究および症例対照研究 
セッティング Mayo Clinic 

対象者 他の randomized trial にエントリーした 261 人のデータを

retrospective に集めた 
全員原発を切除し厚さは 1.69ｍｍ以上、所属リンパ節郭清を行った

ものも含む 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 22 ） 

介入（要因曝露） 他の randomized trial のプロトコールに沿った診察、検査スケジュ

ール：2 ヶ月目まで 1 ヵ月ごと、その後 1 年目まで 2 ヵ月ごと、そ

の後 2 年目まで 4 ヶ月ごと、その後 3 年目まで 6 ヵ月ごと、以後 1
年ごとに受診し、受診の際に問診、触診、血算、生化学、胸部レン

トゲン撮影を行った。 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 再発（retrospective に設定） 1.主要 2.副次 3.その他（ 3 ）

2  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

一次研究の 8 項目 

主な結果 

261 人中 161 人が再発し評価対象者は 145 人。そのうち 68％は患者

自身が気付き、26％は無症候であったが受診時に発見され、定期検

査によって発見されたのは 6％。検査で発見された全員が胸部レント

ゲン異常で、再発発見時に LDH 上昇をきたした症例が 11％あった

が、LDH 上昇単独で再発が見つかった症例はない。 
再発部位：所属リンパ節 45％、皮膚 22％ 
再発時期：1 年目 69％、2 年目 19％ 
 
 



結論 

再発検出のプロトコールとしては、受診回数は減らさず、血液検査

と胸部レントゲン撮影は 1 年に 1 回とすることとした。 
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